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第７章 計画の推進 

１．関係機関等との連携・協働 

計画を推進していくにあたっては、地域福祉を担う主体が互いに連携し、それぞれ

の役割を果たしながら協働していくことが重要となります。そのため、下記にそれぞ

れの役割について示します。 

 

（１）住民の役割 

住民一人ひとりが、地域福祉に対する意識を高め、地域社会を担う一員であるとい

う自覚を持つことが役割として求められています。 

そのため、あいさつや声かけをしたり、地域で困っている人のことを気にかけるな

ど、身近なところから心がけ、地域活動への参加など主体的に地域福祉の活動に加わ

ることが求められています。 

 

（２）地域の役割 

集落や民生委員・児童委員、ボランティア・ＮＰＯ団体など地域活動を行う各種団

体が連携し、公的サービスのみでは対応が難しい地域の問題に積極的に対応していく

役割が求められています。また、地域のサービス事業者は、利用者の自立支援、サー

ビスの質の確保、事業内容やサービス内容の情報提供及び周知、他のサービスとの連

携に取り組む役割が求められています。 

そのため、地域の各種団体に所属するそれぞれの人が、地域福祉の考え方を知り、

活動の活性化への機運を高め、町や各種団体が連携していくという意識を持ち、協働

で取り組んでいきます。また、サービス事業者は、利用者の意見や要望を聞き、より

良いサービスが提供できるよう反映するほか、各サービス事業者が情報を共有します。 

 

（３）行政の役割 

行政は、住民の福祉の向上を目指して福祉施策を総合的に推進していく役割を担っ

ています。 

そのため、住民、ボランティア・ＮＰＯ団体、福祉サービス事業者、社会福祉協議

会等の関係機関や団体の役割を踏まえながら、相互に連携や協力を図り、地域福祉活

動を促進させるための支援を行います。また、保健・医療・福祉の関係各課のほか、

教育分野、建設分野などの庁内関係各課との連携を強化し、総合的に地域福祉を推進

していきます。 
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（４）社会福祉協議会の役割 

地域福祉の推進を図る中核として、計画推進にあたっては住民や各種団体と協働す

るとともに、行政との調整役としての役割を担っています。 

そのため、今後、本計画の施策の充実を図り、必要に応じて見直し、計画を着実に

推進します。 

 

 

２．計画の進行管理 

計画の進行管理については、ＰＤＣＡサイクル「計画（Plan）をたて、それを実行

（Do）し、実行の結果を評価（Check）して、さらに計画の見直し（Action）を行う

という一連の流れ」を活用し、各施策の改善点を明らかにし、今後の施策の充実に生

かします。 

 

 

■ＰＤＣＡサイクルのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

町・社会福祉協議会、町民、関

係団体、社会福祉施設・事業所

の取り組み 

地域福祉計画・地域福祉活動

計画策定委員会等に報告し、

各種施策へ反映 

 

Plan（計画） 

Do（実行） 

Check（点検・評価） 

Action（見直し） 

龍郷町地域福祉計画・地域福

祉活動計画の策定 

担当者により取り組みの進

捗状況を評価し、事務局に

より計画の達成状況を総括 

ＰＤＣＡサイクル 

による継続的改善 


